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私の
改革論

東
海
大
学
・
学
長

荒波に挑むトップ

私
の
視
点

日
本
の

高
等
教
育
の
課
題

「
原
点
回
帰
」と「
選
択
と
集
中
」で

 

真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
を
め
ざ
す

大
学
の
世
界
標
準
は

ア
メ
リ
カ
が
基
準

大
学
の
デ
ィ
グ
ニ
テ
ィ
を

高
め
る
努
力
も
必
要

日
本
の
大
学
の
基
準
を

世
界
基
準
に
反
映
さ
せ
る

建
学
時
の
理
念・制
度
を

現
代
的
に
甦
ら
せ
る

〜
ア
メ
リ
カ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
取
得
を
突
破
口
に
、大
学
改
革
プ
ラ
ン
を
実
行
予
定
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自
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の
課
題
に
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大
学
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
が
話
題
に

上
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
ラ
ン
キ
ン

グ
上
位
の
大
学
は
国
際
競
争
力
が
高
い

と
認
め
ら
れ
、
世
界
中
か
ら
優
秀
な
学

生
や
教
員
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
ラ
ン
キ
ン
グ
の
中

で
も
有
名
な
＊Ｔ
Ｈ
Ｅ
で
は
、
日
本
の
大

学
は
5
0
0
位
以
内
に
20
校
も
入
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
、「
英
語
を
使
っ

て
教
育
を
し
て
い
な
い
か
ら
」
と
い
う

声
を
耳
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
ア
メ
リ

カ
の
大
学
が
1
2
0
校
程
度
入
っ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
英
語
圏
の
イ
ギ
リ
ス

の
大
学
は
、
ド
イ
ツ
と
同
程
度
の
50
校

程
度
し
か
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
せ

ん
。
英
語
が
原
因
で
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
の
大
学
が
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
で
優
位
な
の
は
、
大
学
を
評
価
す
る

基
準
が
ア
メ
リ
カ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
基
準
、
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
ン

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
事
実
上
の
大
学
の
世

界
基
準
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ク
レ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
取
得
が
必
要
な
の
で
す
。

　
日
本
に
も
大
学
の
認
証
制
度
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
基
準

を
お
手
本
と
し
て
日
本
に
合
う
よ
う
に

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
も
の
で
す
。し
か
し
、

先
述
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
の
結
果
を
考

え
る
と
、
日
本
の
基
準
で
は
、
ま
だ
世

界
と
戦
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
も
完
璧
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
女
子
学
生
の
５

人
に
１
人
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
性
犯
罪

の
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
を
編
成
し
取
り
組
ん
で
い
る

ほ
ど
で
す
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
で
す
。
ま
た
、
日
本
の
多
く
の
大

学
の
新
卒
就
職
率
は
90
％
以
上
で
す

が
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
諸
外
国
で
新

卒
就
職
率
90
％
以
上
の
国
は
ま
ず
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
安
全
性
や
就
職
率
は
日

本
の
大
学
の
誇
れ
る
点
で
す
が
、
現
在

の
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
基
準

に
は
含
ま
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
が

も
し
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
の
基
準
と
な
れ

ば
、
上
位
に
入
る
日
本
の
大
学
が
多
く

出
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
第
一
段
階
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
大

学
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
取
得

し
、
第
二
段
階
と
し
て
、
同
じ
土
俵
で
、

日
本
の
基
準
を
世
界
基
準
に
反
映
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
、
日
本
の
大
学
の
国
際

競
争
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
を
め
ざ
す
に
は
、

施
設
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
欧
米
の
大
学
の
多
く
は
、
学
生
寮

を
備
え
て
い
ま
す
。日
本
で
も
最
近
は
、

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
に
お
け
る
寮
生

活
の
果
た
す
役
割
が
見
直
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
な
ぜ
な
ら
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育

を
担
保
す
る
の
は
、
学
部
や
学
年
を
超

え
た
学
生
同
士
の
学
び
合
い
だ
か
ら
で

す
。
寮
で
は
、
学
部
の
異
な
る
上
級
生

が
い
わ
ば
、
７
時
間
目
、
８
時
間
目
の

授
業
を
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
の
で

す
。

　
ま
た
、
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
の
よ

う
な
も
の
を
組
織
し
、
教
員
用
の
宿
泊

施
設
や
国
際
会
議
が
で
き
る
施
設
な
ど

の
拡
充
も
大
切
で
す
。

　
大
学
の
本
務
は
教
育
・
研
究
で
す
が
、

そ
れ
を
よ
り
魅
力
的
な
も
の
に
す
る
の

が
、
大
学
の
持
つ
デ
ィ
グ
ニ
テ
ィ
（
尊

厳
）
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
に
欠

か
せ
な
い
条
件
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　
2
0
1
4
年
の
学
長
就
任
以
来
、
本

学
を
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
と
し
て
発
展
さ

せ
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て

私
は
、「
原
点
回
帰
」
と
「
選
択
と
集
中
」

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
の
建
学
の
理
念
は
、「
世
界
平

和
に
貢
献
し
、
科
学
技
術
立
国
を
担
え

る
人
材
育
成
」
で
す
。
こ
の
理
念
に
基

づ
き
、
創
立
当
初
は
全
寮
制
や
入
試
で

の
面
接
の
実
施
、
厳
し
い
退
学
基
準
な

ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
か

な
う
制
度
を
数
多
く
導
入
し
て
い
た
の

で
す
。
し
か
し
、
時
代
と
共
に
そ
れ
ら

の
多
く
を
廃
止
し
て
き
ま
し
た
。

　
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
を
め
ざ
す
た

め
に
、
懐
古
で
は
な
く
、
創
立
の
理
念

に
立
ち
返
る
「
原
点
回
帰
」
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ク
レ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
取
得
を
軸
と
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
向
け
た
大
学
改
革
プ
ラ
ン
を

実
行
す
る
予
定
で
す
。
他
大
学
と
の
協

調
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
教
育
方
法
を
ア
メ
リ
カ
の
基
準
に

合
わ
せ
、
2
0
2
0
年
に
ア
メ
リ
カ
の

認
証
評
価
機
関
に
申
請
す
る
こ
と
を
目

標
に
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
が
生
活
を
通
し
て
学
部

や
学
年
を
超
え
た
交
流
が
で
き
る
し
く

み
を
、導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昔
の
よ
う
に
全
寮
制
の
復
活
は
難
し
い

で
す
が
、
例
え
ば
宿
泊
し
な
が
ら
の
新

入
生
研
修
会
の
拡
充
は
、
中
退
予
防
な

ど
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
帰
属
意
識

の
増
進
や
、
相
互
理
解
の
向
上
が
期
待

で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　
47
年
継
続
し
て
い
る
海
洋
調
査
研
修

船
「
望
星
丸
」
で
の
海
外
研
修
航
海
で

は
、
毎
年
1
0
0
人
が
参
加
し
、
8
人

部
屋
で
の
１
ヶ
月
半
の
航
海
を
通
し
て

学
生
は
、
タ
フ
ネ
ス
を
身
に
付
け
て

帰
っ
て
き
ま
す
。

　
入
試
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
受
験

生
全
員
に
面
接
を
課
し
て
い
ま
し
た
。

私
も
助
手
時
代
に
手
伝
っ
て
い
た
も
の

で
す
。
現
段
階
で
全
員
面
接
を
行
う
こ

と
は
無
理
で
す
が
、
何
ら
か
の
形
で
学

力
以
外
の
要
素
を
測
定
す
る
よ
う
な
入

試
改
革
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
進
級
制
度
に
関
し
て
も
、
現
在
は
最

長
16
セ
メ
ス
タ
ー
ま
で
在
籍
で
き
ま
す

が
、
以
前
は
留
年
２
回
で
退
学
と
い
う

厳
し
い
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
ま
し

た
。
世
界
基
準
に
沿
っ
て
見
直
し
て
い

く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
学
で
は
創
立
者
の
理
念
を

受
け
継
ぐ
コ
ア
科
目
と
し
て
、
全
学
生

必
修
の
「
現
代
文
明
論
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
回
帰
す
べ
き
原
点
を
見
直
す

際
の
精
神
的
な
支
え
を
育
む
科
目
と
し

て
、今
後
も
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
到
来
す
る
18
歳
人
口
の
減
少
期

に
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
全
方
向
を
向

い
た
大
学
運
営
は
不
可
能
で
す
。
原
資

は
増
え
な
い
の
で
す
か
ら
、
あ
る
機
能

に
集
中
し
て
資
源
を
投
入
す
る
た
め
に

は
、
別
の
も
の
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
私
の
掲
げ

る
「
選
択
と
集
中
」
は
、本
来
な
ら
「
集

中
す
る
た
め
の
選
択
」
と
言
う
べ
き
も

の
で
す
。

　
資
源
を
集
中
さ
せ
る
う
え
で
は
、
年

度
末
の
予
算
消
化
が
多
く
な
り
が
ち
な

単
年
度
会
計
は
大
き
な
ネ
ッ
ク
で
す
。

予
算
を
弾
力
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
な

方
策
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
奨
学
金
の
見
直
し
も
進
め
て
い
ま

す
。
成
績
上
位
層
に
支
給
す
る
の
が
一

般
的
で
す
が
、
本
来
必
要
と
し
て
い
る

学
生
に
支
給
さ
れ
な
い
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
東
海
大
学
と
し
て
の
戦
略
的
な

人
材
育
成
に
奨
学
金
を
活
用
す
る
な

ど
、思
い
切
っ
た
改
革
も
検
討
中
で
す
。

　
研
究
費
も
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま

す
。
優
れ
た
研
究
に
研
究
費
を
集
中
す

る
に
は
、
研
究
に
期
待
す
る
教
員
と
、

教
育
に
期
待
す
る
教
員
に
分
け
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
選
択
を
人
事
面
で
担
保

す
る
制
度
も
、
2
0
1
8
年
に
向
け
て

策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
原
点
回
帰
」と「
選
択
と
集
中
」は
、

繰
り
返
し
学
内
に
発
信
し
続
け
ま
す
。

教
職
員
が
常
に
本
学
の
原
点
と
は
何
か

を
考
え
、
そ
れ
を
実
現
す
る
ア
イ
デ
ア

が
次
々
と
生
ま
れ
る
よ
う
な
、
活
性
化

し
た
組
織
づ
く
り
が
理
想
で
す
。

取材・文／仲谷宏　撮影／柳田隆司

＊THE：Times Higher Education
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荒波に挑むト
ップ

限
ら
れ
た
資
源
を

集
中
す
る
の
た
め
の
選
択

私の改革論
14No.
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大学情報をまとめて紹介

近畿地区のSGH課題研究発表会開催
　2016年3月、関西学院大学が主催する「第1回近畿地
区スーパーグローバルハイスクール校・SGHアソシエイト校
課題研究発表会」が開催された。グローバル人材の育成に
取り組む高校を支援する高大連携事業の一環として企画し
たもの。課題研究を発表することで高校生の課題解決能力
やプレゼンテーション能力を高め、大学進学の意味を見直し
てもらう狙いがある。
　SGH校21校、SGHアソシエイト校6校が参加し、「中国
の大気汚染」「発展途上国のICT教育」などの国際的な
テーマから「震災復興」「国内の感染症問題」まで、多彩な
研究を発表した。大学教員からは「分析力が素晴らしい」

「大学での研究にも生きる」などの賛辞が寄せられた。

障がい学生支援による授業提案冊子発行
　立命館大学の障害学生支援室は、障がいのある学生と
その学生を支援する学生サポートスタッフらが共同で編集し
た冊子「大学と障害学生」を2016年3月に発行した。
　主に教職員を対象にした啓発冊子で、「障害学生への配
慮は、誰もが学びやすい授業につながる」ことを主旨として
制作。板書の文字の大きさ、説明の方法、声の大きさなど、
障がいのある学生への具体的な配慮例のほか、学生と教
員へのインタビュー、障がいのある学生による座談会などが
掲載されている。
　冊子はB5判45ページで4000部を制作。同大学の教職
員と学生に配布された。なお、冊子は同大学障害学生支援
室のホームページからダウンロードもできる。

社会人が参加する世代を超えた共創教育
　金沢工業大学は、2016年度から学外の社会人が授業
に参加して、学生と一緒にアクティブラーニングを行う「世
代を超えた共創教育」をスタートさせた。これは、同大学がイ
ノベーション創出を可能にする新たな教育カリキュラムとし
て取り組む「世代・分野・文化を超えた融合による共創教
育」の１つ。
　２年次の選択必修科目「人間と哲学」において、健康と
美しさ、嘘、差別、動物の権利などのテーマを毎回設定し、
社会人と学生が混合チームを組んでディスカッションをす
る。同世代の学生同士が行うよりも発想や意見の幅が広が
るだけでなく、世代を超えたコミュニケーション能力の伸張も
期待できるという。

小中学生対象の科学実験施設を開設
　長浜バイオ大学は、2016年３月に長浜市内の小中学生
を対象にした科学実験施設「長浜学びの実験室」を開設し
た。滋賀県唯一となる臨床検査技師養成プログラムの実習
室、アクティブラーニングルームを備えた命翔館が竣工した
のを機に棟内に設置。理科実験を通じて小中学生に科学
の面白さを体験してもらうことを目的としている。講座の監修
は同大学の教職員、講義は大学と小中学校が合同で行う。
　実験室の定員は40人で、走査型電子顕微鏡1台、双眼
顕微鏡41台、実体顕微鏡21台などの機器を完備。運営
は同大学と長浜市、長浜市教育委員会による運営協議会
が行う。将来は、長浜市内の全小中学校を対象に講義を
実施できるように取り組む。

グローカル人材フォーラムを開催
　共愛学園前橋国際大学は、2016年3月に「グローカル
人材フォーラム」を開催した。まず大森昭生副学長（当時）
による基調講演で同大学の「グローバル人材育成支援

（GGJ）」と「地（知）の拠点整備事業（COC）」の取り組み
について紹介。続くパネルセッションでは人材教育コンサル
タントや学生と企業を結ぶNPO法人、人材育成に力を入れ
ている地域企業などをパネリストとして地域人材の育成と定
着について討議し、学生と企業の双方にメリットがあるプロ
グラムの構築と、両者をつなぐコーディネーターの重要性が
語られた。
　 学 生の取り組みの
紹介では、海外でビジ
ネス課 題に挑 戦する

『ミッション研修』など、
4つの事例が発表され
た。

立命館大学

金沢工業大学

長浜バイオ大学

共愛学園前橋国際大学

アンテナ

フォーラムの様子

　ハワイ東海インターナショナルカ
レッジ（HTIC）の学長時代、英語も
ままならず悪戦苦闘する私に、ハワ
イ大学のケネス・モーティマー学長
がかけてくれた言葉が忘れられませ
ん。ハワイ大 学を巨 大タンカー、
HTICを小舟に例え、「船のミッショ
ンはみな同じ。どんな船でも、『総員
退避！』だけは船長が言うべきこと」
と仰ったのです。最終判断は学長
の職責だと気づき、やがてイエス・
ノーもはっきり言えるようになりまし
た。

　アメリカの高等教育のリーダーたち
にリーダーシップについて聞くと、企業

HTICの卒業式で、アメリカ
では「Charge」と呼ぶ学長
スピーチを行う。

HTIC学長時代、当時の大
統領クリントン夫妻にホワイ
トハウスに招かれた。

「雄弁会」の仲間たちと。現
神奈川県知事や新党改革
党首の顔も見える。

のトップなら「with Gun」でいいが、
大学の指導者の場合は「with Gun
& Smile」だと言います。彼らは強力
なリーダーシップのもとにトップダウン
的な大学運営を行っていますが、そ
れでもボトムアップ的なものを重視し
ており、それが「Smile」という表現に
なっているのだろうと得心しました。

　父親は石炭の鉱山技師でした。
小学生のころは、斜陽産業となって
いた炭鉱を救うため、石炭に付加価
値をつけられる化学者を夢見ていま
したが、やがて日本の産業政策担
当者を目指して文系に進みました。
その後、入学した早稲田大学では
政策そのものを変える政治家を多く
輩出した「雄弁会」で活動しました。

トップの横顔に迫る

米国短大の学長として

リーダーシップ論

追いかけた夢

ハワイにあるHTICでは、学
長といえども執務時の正装

（？）はアロハシャツ。

　
大
学
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
が
話
題
に

上
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
ラ
ン
キ
ン

グ
上
位
の
大
学
は
国
際
競
争
力
が
高
い

と
認
め
ら
れ
、
世
界
中
か
ら
優
秀
な
学

生
や
教
員
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
ラ
ン
キ
ン
グ
の
中

で
も
有
名
な
＊Ｔ
Ｈ
Ｅ
で
は
、
日
本
の
大

学
は
5
0
0
位
以
内
に
20
校
も
入
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
、「
英
語
を
使
っ

て
教
育
を
し
て
い
な
い
か
ら
」
と
い
う

声
を
耳
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
ア
メ
リ

カ
の
大
学
が
1
2
0
校
程
度
入
っ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
英
語
圏
の
イ
ギ
リ
ス

の
大
学
は
、
ド
イ
ツ
と
同
程
度
の
50
校

程
度
し
か
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
せ

ん
。
英
語
が
原
因
で
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
の
大
学
が
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
で
優
位
な
の
は
、
大
学
を
評
価
す
る

基
準
が
ア
メ
リ
カ
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
基
準
、
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
ン

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
事
実
上
の
大
学
の
世

界
基
準
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ク
レ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
取
得
が
必
要
な
の
で
す
。

　
日
本
に
も
大
学
の
認
証
制
度
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
基
準

を
お
手
本
と
し
て
日
本
に
合
う
よ
う
に

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
も
の
で
す
。し
か
し
、

先
述
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
の
結
果
を
考

え
る
と
、
日
本
の
基
準
で
は
、
ま
だ
世

界
と
戦
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
も
完
璧
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
女
子
学
生
の
５

人
に
１
人
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
性
犯
罪

の
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
を
編
成
し
取
り
組
ん
で
い
る

ほ
ど
で
す
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
で
す
。
ま
た
、
日
本
の
多
く
の
大

学
の
新
卒
就
職
率
は
90
％
以
上
で
す

が
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
諸
外
国
で
新

卒
就
職
率
90
％
以
上
の
国
は
ま
ず
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
安
全
性
や
就
職
率
は
日

本
の
大
学
の
誇
れ
る
点
で
す
が
、
現
在

の
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
基
準

に
は
含
ま
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
が

も
し
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
の
基
準
と
な
れ

ば
、
上
位
に
入
る
日
本
の
大
学
が
多
く

出
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
第
一
段
階
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
大

学
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
取
得

し
、
第
二
段
階
と
し
て
、
同
じ
土
俵
で
、

日
本
の
基
準
を
世
界
基
準
に
反
映
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
、
日
本
の
大
学
の
国
際

競
争
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
を
め
ざ
す
に
は
、

施
設
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
欧
米
の
大
学
の
多
く
は
、
学
生
寮

を
備
え
て
い
ま
す
。日
本
で
も
最
近
は
、

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
に
お
け
る
寮
生

活
の
果
た
す
役
割
が
見
直
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
な
ぜ
な
ら
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育

を
担
保
す
る
の
は
、
学
部
や
学
年
を
超

え
た
学
生
同
士
の
学
び
合
い
だ
か
ら
で

す
。
寮
で
は
、
学
部
の
異
な
る
上
級
生

が
い
わ
ば
、
７
時
間
目
、
８
時
間
目
の

授
業
を
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
の
で

す
。

　
ま
た
、
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
の
よ

う
な
も
の
を
組
織
し
、
教
員
用
の
宿
泊

施
設
や
国
際
会
議
が
で
き
る
施
設
な
ど

の
拡
充
も
大
切
で
す
。

　
大
学
の
本
務
は
教
育
・
研
究
で
す
が
、

そ
れ
を
よ
り
魅
力
的
な
も
の
に
す
る
の

が
、
大
学
の
持
つ
デ
ィ
グ
ニ
テ
ィ
（
尊

厳
）
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
に
欠

か
せ
な
い
条
件
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　
2
0
1
4
年
の
学
長
就
任
以
来
、
本

学
を
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
と
し
て
発
展
さ

せ
る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て

私
は
、「
原
点
回
帰
」
と
「
選
択
と
集
中
」

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
の
建
学
の
理
念
は
、「
世
界
平

和
に
貢
献
し
、
科
学
技
術
立
国
を
担
え

る
人
材
育
成
」
で
す
。
こ
の
理
念
に
基

づ
き
、
創
立
当
初
は
全
寮
制
や
入
試
で

の
面
接
の
実
施
、
厳
し
い
退
学
基
準
な

ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
か

な
う
制
度
を
数
多
く
導
入
し
て
い
た
の

で
す
。
し
か
し
、
時
代
と
共
に
そ
れ
ら

の
多
く
を
廃
止
し
て
き
ま
し
た
。

　
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
を
め
ざ
す
た

め
に
、
懐
古
で
は
な
く
、
創
立
の
理
念

に
立
ち
返
る
「
原
点
回
帰
」
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ク
レ
デ
ィ

テ
ー
シ
ョ
ン
取
得
を
軸
と
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
向
け
た
大
学
改
革
プ
ラ
ン
を

実
行
す
る
予
定
で
す
。
他
大
学
と
の
協

調
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
教
育
方
法
を
ア
メ
リ
カ
の
基
準
に

合
わ
せ
、
2
0
2
0
年
に
ア
メ
リ
カ
の

認
証
評
価
機
関
に
申
請
す
る
こ
と
を
目

標
に
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
が
生
活
を
通
し
て
学
部

や
学
年
を
超
え
た
交
流
が
で
き
る
し
く

み
を
、導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昔
の
よ
う
に
全
寮
制
の
復
活
は
難
し
い

で
す
が
、
例
え
ば
宿
泊
し
な
が
ら
の
新

入
生
研
修
会
の
拡
充
は
、
中
退
予
防
な

ど
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
帰
属
意
識

の
増
進
や
、
相
互
理
解
の
向
上
が
期
待

で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　
47
年
継
続
し
て
い
る
海
洋
調
査
研
修

船
「
望
星
丸
」
で
の
海
外
研
修
航
海
で

は
、
毎
年
1
0
0
人
が
参
加
し
、
8
人

部
屋
で
の
１
ヶ
月
半
の
航
海
を
通
し
て

学
生
は
、
タ
フ
ネ
ス
を
身
に
付
け
て

帰
っ
て
き
ま
す
。

　
入
試
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
受
験

生
全
員
に
面
接
を
課
し
て
い
ま
し
た
。

私
も
助
手
時
代
に
手
伝
っ
て
い
た
も
の

で
す
。
現
段
階
で
全
員
面
接
を
行
う
こ

と
は
無
理
で
す
が
、
何
ら
か
の
形
で
学

力
以
外
の
要
素
を
測
定
す
る
よ
う
な
入

試
改
革
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
進
級
制
度
に
関
し
て
も
、
現
在
は
最

長
16
セ
メ
ス
タ
ー
ま
で
在
籍
で
き
ま
す

が
、
以
前
は
留
年
２
回
で
退
学
と
い
う

厳
し
い
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
ま
し

た
。
世
界
基
準
に
沿
っ
て
見
直
し
て
い

く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
学
で
は
創
立
者
の
理
念
を

受
け
継
ぐ
コ
ア
科
目
と
し
て
、
全
学
生

必
修
の
「
現
代
文
明
論
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
回
帰
す
べ
き
原
点
を
見
直
す

際
の
精
神
的
な
支
え
を
育
む
科
目
と
し

て
、今
後
も
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
到
来
す
る
18
歳
人
口
の
減
少
期

に
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
全
方
向
を
向

い
た
大
学
運
営
は
不
可
能
で
す
。
原
資

は
増
え
な
い
の
で
す
か
ら
、
あ
る
機
能

に
集
中
し
て
資
源
を
投
入
す
る
た
め
に

は
、
別
の
も
の
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
私
の
掲
げ

る
「
選
択
と
集
中
」
は
、本
来
な
ら
「
集

中
す
る
た
め
の
選
択
」
と
言
う
べ
き
も

の
で
す
。

　
資
源
を
集
中
さ
せ
る
う
え
で
は
、
年

度
末
の
予
算
消
化
が
多
く
な
り
が
ち
な

単
年
度
会
計
は
大
き
な
ネ
ッ
ク
で
す
。

予
算
を
弾
力
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
な

方
策
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
奨
学
金
の
見
直
し
も
進
め
て
い
ま

す
。
成
績
上
位
層
に
支
給
す
る
の
が
一

般
的
で
す
が
、
本
来
必
要
と
し
て
い
る

学
生
に
支
給
さ
れ
な
い
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
東
海
大
学
と
し
て
の
戦
略
的
な

人
材
育
成
に
奨
学
金
を
活
用
す
る
な

ど
、思
い
切
っ
た
改
革
も
検
討
中
で
す
。

　
研
究
費
も
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま

す
。
優
れ
た
研
究
に
研
究
費
を
集
中
す

る
に
は
、
研
究
に
期
待
す
る
教
員
と
、

教
育
に
期
待
す
る
教
員
に
分
け
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
選
択
を
人
事
面
で
担
保

す
る
制
度
も
、
2
0
1
8
年
に
向
け
て

策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
原
点
回
帰
」と「
選
択
と
集
中
」は
、

繰
り
返
し
学
内
に
発
信
し
続
け
ま
す
。

教
職
員
が
常
に
本
学
の
原
点
と
は
何
か

を
考
え
、
そ
れ
を
実
現
す
る
ア
イ
デ
ア

が
次
々
と
生
ま
れ
る
よ
う
な
、
活
性
化

し
た
組
織
づ
く
り
が
理
想
で
す
。

関西学院大学
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